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授業科目名 化学構造論

英文授業科目名 Principles of Chemistry I

開講年度 2005年度 開講年次 １年次

開講学期 １学期 開講コース・課程 昼間コース

授業の方法 単位数 2

科目区分 専門科目-専門基礎科目-選択必修科目

開講学科・専攻 情報工学科

担当教官名 平野　誉

居室 東６-６２８

公開E-Mail 授業関連Webページ

hirano@pc.uec.ac.jp 　

【主題および達成目標】

　工学を志す諸君にはナノテクノロジーやヒトゲノムの話題にも興味がそそられることと思う。ナノテク

ノロジーの対象である原子･分子電子部品から分子機械、私たちの体を作るDNAや蛋白質まで、身の回りの

"物質"はすべて"原子"を単位としている。この"原子"の様々な配列、および"原子"と"原子"が「結合し

て」作られる"分子"の多様な性質が"物質"の世界を豊かにしている。本講義では「化学の基礎」を学ぶ。化

学は「原子・分子の科学」であり、"原子"と"分子"の振る舞いを理解する必要がある。

　化学を理解するための鍵が「電子のふるまい」にある。原子核のまわりを回る"電子"、原子と原子を結び

つけている"電子"である。電子は微小な"粒子"であると同時に、"波"の性質も兼ね備えている。この「電子

のふるまい」を理解するための基礎、つまり「量子力学的な考え方」を本講義で身につけて欲しい。実際

の化学的現象が如何に「量子力学的な考え方」によって理論的に説明できるのかを体系的に理解しよう。

【前もって履修しておくべき科目】

本講義が「化学」の授業のスタートです。

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

なし

【教科書等】

教科書：「物理化学I　物質の構造」池上、岩泉、手老著、丸善（1992）

 

参考書：「化学結合の基礎-第二版」（松林著、三共出版）

「入門化学結合」（M.F.O’Dwyer他，鳥居他訳，倍風館）

「アトキンス物理化学要論」（P. W. Atkins著，千原、稲葉訳，東京化学同人）など
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【授業内容とその進め方】

講義は教科書に従い、原子の構造，周期表；原子の諸性質との関係，二原子分子の分子構造と化学結合を

中心に以下の項目について講義する。補助資料による補充も加えて諸君の理解に役立てたい。

＜２章＞

1.　原子スペクトル：量子化された現象

2.　光と電子の"波"と"粒子"の二重の性質、不確定性原理：量子力学的世界

3.　シュレディンガー方程式：電子のふるまいを式で記述する

＜３章＞

4.　水素原子の電子の状態：量子力学的な取り扱い入門

5.　原子軌道の性質：量子数と軌道エネルギー、s,p,d軌道の性質、電子の広がり

6.　周期表を作る基礎：電子スピン、パウリの排他律、フントの規則、構成原理

7.　周期表と原子の性質：イオン化エネルギー、電子親和力、電気陰性度、原子半径

＜４章＞

8.　分子軌道を作る：最も簡単な分子、水素分子イオン

9.　より複雑な分子における化学結合の性質（共鳴、結合エネルギー）

10.　片寄った共有結合からイオン結合へ、電気陰性度との関係（再度）

【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

(a) 評価方法：授業において数回の宿題レポートを課す。全体の内容の理解を確認するため、期末試験を行

う。成績評価は、宿題と期末試験の結果を踏まえて行う。

　最終成績評価＝(宿題の評価点×約10％)＋(期末試験の評価点×約90％)

(b) 評価基準：原子、分子の成り立ちについての基礎的な事柄を理解する。

・シュレディンガー方程式、不確定性原理、パウリの排他律、フントの規則、イオン化エネルギー、電子

親和力、電気陰性度、電子スピンといった基本的用語が説明できる。

・原子軌道と量子数の関係、原子軌道の性質を説明できる。

・周期表の成り立ちを理解し、原子の電子配置との関係を説明できる。

・分子軌道による化学結合の成り立ちが説明できる。

【オフィスアワー：授業相談】

質問等には適宜相談に応じる。

電子メールでも受け付けるので気軽に相談してください。

【学生へのメッセージ】

量子力学的な「電子のふるまい」で物質の性質を理解しようという考え方は、工学を志した者には標準的

なものである。ナノサイズの世界が”量子化した世界”であるという概念に慣れ親しんでもらいたい。
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【その他】

　


